
青 森 県 に於 け る 戦 後 開 拓 地

そ の 1 = 岩 木 山 麓

.石 岡 在 正

一 序

I945年以降 ,世界大戦vcよる内外引揚者の社会復帰 .食料難打開等の問題解決手段とし

て,高冷地 ,傾斜地 ,軍用地等vc数多くの開拓がくb広げられたOその後十数年 ,当初の計画

調査の不備 ,自然条件の劣患性等vTLよって大部分の開拓地が窮乏を余農な くされたC

近年 .経済社会の変遷に伴ない ,日本農業が激 しい動きを要求されている今日,開拓当机

現実的問題解決として立地した開拓地は ,新しい社会的役割を要求されつつあるO

すなわち,食料自給 とい う開拓地の基-本命題は徐々に取 .b去られ,商業的農業への転化とい

う新たな分野にその存在価値を見え出しつつある｡

全国でも計画面積の 40車 (30年)を占める東北地方に位置する本県の閑苑地は ,ここ十

数年どのような動向を示しているのか考察してみた｡以前 ,横山弘氏 (参考文献 1.2.3.) ,令

井六哉氏 (参考文献 2) .渡辺茂蔵氏 (参考文献 4)vCよって行な73れ1tが.尊者は .その後

の動向をもとに考察 してみた｡

二 自 然 環 境

岩木山は弘前市の北西にある鳥海火山系VC属する成層火山で ,標高500m以上では比較的

急傾斜を呈 し,それ以下では広大を裾野を形成 しているo

気候的に見ると,一般に冬季はかなb低温を示すがいずれの山麓 も7月を転機 として急故に

上昇し,8月を頂点としてかなりの高温 となるC (長平では7月～8月の平均気温 22.10C.

最高 2a Oc)降水量は比較的多く,束麓は県内の多雨地yc相当する｡

山麓の地形は一いずれも岩木火山による泥流地形であるOそのため襟が多く,径 lmを越す

ものさえ存在するO土敷 標高とともに変化し,400m～500m付近は表土が薄 く15-

20Llhの厚さをもつ火山灰性の腐植質の黒色土壌である.標高 300m以下になると,上部か

らの流亡土によるオ二次的堆積と見られる表土が,30- 50clnの厚さを呈 している｡

山乾に発達する水系は ,放射状にい くつかの沢として存在し.北流する中村川 .末流する大

秋川等へ合流するO

三 開拓 地 の 分 布

岩木山盛の頗拓地は (図 1) ,西麓に上蒲生 .高杉 .杉山,湯の札 南麓に小森山 .羽黒 ,

岳 .東栄にオ二松平 ,北麓にオ二長平の各開拓地がまほ同心円的な分布をなしている｡羽黒と

岳は標高 400m～500Ⅱ1の地奴に ,他は200m～ 300mの地域に位進する｡レザ 九も
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図 1. 戦 後 開 拓 地 分 布図

沢水の利用可能を岩木火山泥流地域である｡

規模はまちまちではあるが ,最大のものは上朝生の43戸 ,95.5ha(昭 41年) .最小の

ものは湯の沢の2戸,9.3ha(昭41年)である｡ (表 l)

表 1 人 確 現 在 戸数 そ の他 (昭和 41年)

地区 入植現在戸数 入 植年 産 平 均標 高 計 画 農 用 地 現 在 耕 地 面 積 作 付面 積tc) 開 塾進捗率(I))÷桓)土 地Ij用事C)十 回総数 a) 戸当.b 総数(b)戸当b

オ二長平 19戸 昭和27年 200m 68.lh 3.58ha 75.7ha 3.98 76.6 111.I 101.15

オ二松平 ー8 28 250 90.4 5.02 52.3 2.90 52.2 57.8 99.8

岳 lO 24 450 63.8 6.38 37.6 3.76 38.I 58.9 lO1.3

上 蒲 生 43 21 280 95.5 2.22 79.占 1.85 80.9 83.3 101.6

高 杉 6 2ー 280 24.2 4.03 8.7 1.45 9.0 35.9 lO3.4

杉 山 23 22 250 73.0 3.ー7 52.9 2.30 54.2 72.5 102.4

湯 の 沢 2 20 150 9.3 4.65 3.1 一.55 3.2 33.3 103.2

小 森 山 8 25 280 46.0 5.75 40.5 5.06 40.5 88.0 loo.0

羽 黒 lO 28 550 48.9 4.87 27.7 2.77 28.3 5占.占 102.2

計 ー39 519.2 3.73 378.I 2.72 383.0 72.8 ー01.3

-48-



四 農 業 経 営

｢股に農業経営を規制する条件は ,オーに外部的要因である農業立地条件 .オ二に内部的要

因である経営資本並びvc経営者能力 ,オ三に経営主体の経営意図である｡経営形 態が以上のよ

うな条件によって規定づけ られるとするならば ,経営形態の三指標である1地 目構成 .皿土地

利用 .Ⅰ生産 目的上b各地域の規宙倭 因怒把握できるとともに .開拓地農業の展開構造を明 ら

かvC出きようo

l. 地 目構 成

自然的制約の大きい火山麓VC於いては ,水田経営を実施する事は非常に困難である｡それ故

水田経営を確立するにせ よ長い期間を費やすのは必然である.更に水田を経営するには .労働

姉vc.時間的に不合理性を生みだす｡た しかVC自家飯米を確保 し,経済的安定を生み出す水田

経営は .開拓者にとっては魅力であるが ,前記のような理 由によって ,開田能力を もたない初

期開拓に於いては水田経営はまれであb .大部分は畑地経営が主捧となる｡

しか し.37年以降 ,県の指導 ,農業倣械の導入 ,農業技術の発達 ,資金援助等VCよって水

田経営農家が増加 し.水田造成がめざま しい (表 2)が ,依然火山灰土による漏 ,かけながし

濯概による水温低下夜どの問題が残されている｡

表 2 年 度 別 作 付 面 積 割 合 A (オ二長平)

作物群 S 2* 31* I 33* 35年 37年 39毎 41年面敵 比牌 面鏡 比 面積 比 面凍 _比 面積■ 比 面横 比 面積 比 .
水 稲 1.9 3.占 2.0 6_4 2.占 4.I 4ー7 8.占 6,2ll.810.515.3 107142

陸 稲 2.0 3,8 1.0 2.7J 0.2 0.3

麦類 (大麦,小麦ライ麦) 0.i 0.2 1.3 3.5 0.2 0.3

いも如 し上) 10,018.8 8.924.0 7.5ll.9 7.714.I 7.414.I 9.513.8 9.2 122

雑穀 (tうもろこし勧つ.ひえ,きび句か 7.2l3.5 7.1l9.I 5.占 8.9 一.4 2.5 1.7 3.2 1.0 1.5 3.9 52

豆類 (大豆,′ト豆えんげん) l占.0 0.I 2.I 5.720B33.017.231.4 6.5ー2.4 7.8l1.4 7.9 lb5

疏菓 (大根,きゃベつ,すレ旬､.白菜,加fbJt,) 6.0ll.2 2.0 5.4 2.0 3.2 0.9 1.7 3.2 6.l 7.7ll.2 2.4 32

工芸 (ナクネ,ゴマピート) 8.015.0l1.3,..30.417.327.416.830.占22.342.428.I-141.0 313 424

果実 C1)/ゴ.7'トワ ● l_A ● l_A n A ∩R

飼料 (育刈.と封もろこし.採実麦人麦牧草) 2.0 3.8 1.4 3.8 6.I 9.6 5.I 9.3 4.7 8.9 4.0 5.8 9.3 123
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∋ (牙二松平)

ー S29年 r 31年 33年 35年 37年 39年 』 41年

i-作修辞 l面積血1比('#_面禎 氏 面積 比 面鋼 比 面嶺Z 比 面積ー比 面頑 比

水 稲陸 稲麦 類しハ も 0.I4.80.8lIl l.676.212.7 1.50.96.7 3.占2.216.∠ 2.5ー 4.0 4.97.8 6.32.814.76.615.2~5,01.占26.88.82.8 7.72.03.9ー1.83.Id.0 ll.3一.022.I2.0

雑 穀 7.417.910.821.0 5.0ll.7 3.7 占.5 0.4 0.8

豆 癖 10.224.占 9.618.7 8.720.3 7.012.4 3.I 4.7 5.210.2

疏 菓 0.占 9.5 4.0 9.d 2.8 5.4 2.7 6.3 1.7 3.0 1.7 2.6 1.3 2.5

工 芸 6.716.216.031.Ill.1ー2.328.7 19.834.9 8.538.4l13.058.8 0.I31.80.2Ld2.2
果 実 0.2 0.5 0.I 0.2 0.4 0.7

飼 料 3.8 9.2l5.7 4.9ll.5 2.3 4.I

C(岳)

l S29年 31年 33年 35年 ■37年 39年 4l年

作物群 面梗凪l比悌)面積 比 面魂 比 面魂 比 面 比 面 責 比 面積 比

水 稲陸 稲麦 類い も 3.20.42.8 18,02.215.7 3.93.514.913.4 3.74.1Ilo.3ll.5 4,50.55.912.I1.415.9 6.93.516.28.3 3.26.I 7.314.0 6.92.5 l8.占6.8

妊 穀 3.4 ー9.1 7.026.7 8.022.3 7.921.3 4.310.I 1.8 4.I 2.占 7.0

豆 類 3.2 ー8.0 3.Iー1.8 4.5l2.占 5,915.9 9.422_I 5.913.5 4.0 10.8

疏 菜 l.占 9.0 1.9 7.3 1.8 5.0 2.4.6.5 4.0 9.4 3.7 8.5 1.0 2.7

工 芸果 実-_堅 科 1.02二と 5.6日 2.4 4.32.516.49.5 6.77.018.719.占 8.81.223.73.2 9.45.022.Ill.8 12.610.329.023.6 3.8日 6.3 10.243.9

作物辞 829年 31年 33年 35年 37年 39年 - 41年面積ha 比例 :面積 比 面積 比 面積 比 面積 比 面′- 比 面蹟 比

水 稲 5.8 ll.2 4.8 8.8 5.4 5.9 3.5 4.I 4.8 5.9 3.0 4.8 5.0 6.3

陸 稲麦 類しハ も 9.56.5 18.412.6 6.7-4.I12.37.5ll.88.012.98.8 3.I12.5 3.dl4.5l1.91.I2.914.61.33.517.02.227.53,占 9.43.53.4ll.84.44.3

雑 穀 4.0 7.8 5.I 9.312.8l4.I20.023.2 1.9 2.4 0.I 0.2

豆 類 17.4 33.7 25.446.520.222.215.4l7.922.928.0 3.占 5.8

疏 菓 6.I ll.8 3.2 5,9 8.7 9.515.217.7 9.4ll.5 2.9 4.7 3.5 4.4

工 芸 1.8 3.5 4.7 8.621.023.I16.419.018,923.Il3.221.3 7.1 8.9

飼 料 2_4 2.占 0.3 0.4 1.5 2.421.426.8

-50-



E (高 杉)

S 29年 J3一年 33盲 ~~~35年 37年 39年 41年

作物群 面積由 比伊)面積l比 面積 比 面債 氏 面赦 出 面楓 比 面頼子 比

水 和陸 稲麦 類い も 一.0 3.9!0.8 3.li.S2...9? ;72.:;L87.I.iL ll.占 3.占13.8 一.I0.79.7 3.52.32.3 一.83.7 5.7ll.6 2.5J2.占I.,.I17｣80.7l t!2.00.I23.81.26,0

雑 穀 6.0 3.Ill,9 7.724.9 2.5-7.9 0.I

豆 類 68.910.941.8 a.721.7l1.I34.9 1.510.3 0.5

扇 菓 1.5 5/p-■1.4 5.3 2.3 8.812.8 9.I 3.410.7 一.510.3 0.7 8.3

工 芸果 実飼 料 3.占 14.i. 2.2 8.2 5.8･0.422.2一.510.80.434.9一.3 占.90.32.i21.70,96.占 2.93.5 ll:7.324.0 1.33.8 15,545.2

F (杉 山)

8 29年 31年 33年 35年 ?37年 39年 4l年

.作物群 面債凪 比(覇 面積 比 面積 比 面蔵 比 面積 比 面積I比 面積 比

水 稲 3.4 9.7 3.50.I5.7 9.20.315.I 2.02B 5.07.0 l.占 3.4 2.2 5.510.27.219.914.0 2.7 5.4陸 稲麦 類い も 0.3 0.93.5 10.0 2.I7.5 4.41占.0 3.70.31.7 9.30.84.3 4.01.2 8.02.4

雑 穀 5.5 15.7 6.0ー5.9 占.5td.I 9.520.I 0.9 2.3 0.9 1.7 0.占 I.2

豆 類 l4.0 39.9 8.6 2B 3.占 9.0 9.占20.3 5.513.9 占.占ー2.9 4.2 8.3

疏 菓 2.5 7.1 5.0ー3.212.731.占 7.占ー占.I 2.9 7.3 占.4l2.5 1.2 2.4

工 芸 4.3 12.2 a.918.210.826.8 9.319.7lt.829.8lt.98.I23.2l5.8 3.5 7.0

果 実 1.占 4.5 1.i 2.9 -I.4 3.5 9.524.0 17.3 34.4

飼 料 0.9 2.4 0.4 I.0 1,l 2.8 l5.5 30.9

Q･(湯の沢)

作物群 S 29年 3 一年 33年 35年 37年 39年 41年面軌 比例 面積 比 '面積(比 面積 比 面積 比 面積 比 面積 比

.水 稲 0.I 1.45.584.9 0.3 3.0 0.4 3.3 0.l 0.7 0.2 l.a 8.占0.479.占3.7 1.00.20.20.4 33.3占.7占.7ー3.3

雑 穀 占.2 2.323.0 I.2 9.7 2.占17.4 一.5一一.7 0.5 4.7豆 類 3.占3占.0 3.I25.0 3.I20.8 2.821.9 0.4 3.7

疏 菓 0.占 8.2 一.212.0 0.占 4.8 2.214.8 1.ー 8.占 0.I 0.9

工 芸 1.515.0 4.737.9 4.429_5 3.325.8 0.8 7.4

果 実飼 料 0.4 4.0 1.4ll.3 1.90.l14.80.8 一.2 40.0
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且 (小森山)

作物群 S 29年 3一年 33年 135年 37年 39年 ' 41年面 ■ 比例 面鏡皇比 面積■ 比 面 ; 比 面積 比 面積 比 面積 l 比

水 稲陸 稲麦 類い も 0.21.0 1.47.2 0.21.5 1.612.2 0.5一.3 4.210.9 0.60.I0.I一.9 2.80.50.58.8 0.61.7 3.7ー0.6 2.517.9 0.70.90.8 一.82.32.0

雑 穀 1.1 7.9 1.0 8.I 2.319.3 2.4l1.2 2.918.0 1.410.0

豆 類 6.8 48.9 4.637.4 2.2ー8.5 3.214.9 3.52一.7 2.517.9

疏 菓 0.8 5.8 1.0 8.I 0.5 4.2 8.338.占 I.2 7.5 2.719.3 1.2l3.3 3.I8.4
工 芸 3.3 23.7 3.226.0 3.025.2 2.913.4 3.2ー9.9 3.11.822.I12.8

果 実 0.5 3.7 0.4 3.3 2.I17.7 2.0 9.3 2.占ld.I

飼 料 0.2 1..4 0.4 3.3 0.4 2.5 i32.2 82.4

工 (羽 黒)

lS 29年 31年 33年 35年 37年 39年 4l年

作物群 面馳 比例 面積 比 面積 比 面積 比 面横 .比 .面積 比 面積 比

水 稲陸 稲麦 類い も 0.4 14.3 1.716.8 0.22.4 1.012.2 2.41.52.0 7.84.96.5 0.81.80.21.4 2.25.00.63.9 1.82.7 占.19.1 2.90.61.9 lO.82.27.1

雑 穀 I.3 46.4 1.2ll.9 7.035.7 7.825.3 6.618.5 2.1 7.I 0.9 3.3

豆 類 0.5 l7.9 1.2lt.9 2.7l3.8 3.712.0 9.526.6 3.010.I 2.I 7.8

疏 菓 0.30.3 10.710.7 0.5 4.9 1.d 8.2 4.113.3 5.214.6 4.515.2 1.8 6.7工 芸.果 実飼 料 3.I30.7 4.724.0 8.728.3 7.320.4 8.328.1 1.9 7.12.423.8.一.0 5.1 0.占 1.9 2.9 8.1 7.224.3 14.8 55.0

2.土 地 利 用

言 うまでもなく開拓地の基本的命題は ,入植者の自給生活の確立にある｡ 安定した営農を確

立するためには ,火山麓 という自然条件の制約のなる地域に於いて時間的経過を必要とするの

は当然である｡ そのため最初は ,食料 自給のため暗中模策 ,試行錯誤的vcその作用は多様に展

開され ,土地利用 も幾多の作物の複合経営vCよるものが多レ･b L表 2 (29年r-35年)〕そ

こで共通する事は ,29年～ 35年頃までは自給作物を中心とし,それに加えて換金作物 (工

芸 ,豆類)を組合せた土地利用形態である｡

しか し,37年以降は徐々VC主体と75:る作物が現われ ,単作的土地利用経営を行なってくる.

(表3)

3. 生 産 目 的

開拓地の生産目的は ,入植当初の目的を考えると自給的経営とい うことは明取であろ う｡ た

だし,自給的経営 とい って も,全 くの自給作物だけの栽培を行な うのではなく,開拓初期vC於

しイて比 ,食料庶人の資金源として換金作'Byの栽培が当強行をDれる｡更VC,無市場地域VC於い
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ては ,家検労働商店化が進められるG そこで ,自給作物栽培 (稲作)の規制要因が大きければ

大きいほど商品化率の高い作物 ,すなわち.商品生産的経営 (果樹 .牧畜 ,=芸)が為されや

すレヽ ただ し社会条件 (交通 .市場)の影響が大きV･b

利 用 形 成表 3 土 地 利 用 形 態

S 29年.- 35年 S37年～ 4l年 備 考

オ二長平 豆類 .工芸 ,いも類vCよる複作 工芸主休の複作 表 4参照オ二枚平 豆類 ,工芸による複作 飼料主体の複作

岳 雑穀 ,工芸に よる複作 飼料主体の複作 表 4参照表 4参照

上 蒲 生 豆類 ,工芸 一雑穀vcよる複作 果樹主体の複作

高 杉 豆類 .工芸による複作 飼料 ,陸稲による複作

杉 山 工芸 ,豆類 ,雑穀による複作 果樹 .飼料による複作 表 4参照表 4参照

湯 の.釈 工芸 ,豆類 .雑穀による複作 果樹 .陸稲による複作

小 森 山 工芸 .豆類vcよる複作 飼料主体の硬作

羽 黒 工芸 .雑穀vcよる複作1 飼料主休の複作 表 4参照

五 辞拓地の資本並び経営者能力

入植者の資本は皆無であると言 って も過言ではあるまいOす夜わち.入植者の資本の規定者

は政府である｡政府食付金一戸平均 20万円～ 30万円と,広大ではあるが劣悪な土地 ,歴史

的を農機具に よって彼 らは 出発を余儀なくされたo岩木山麓の入植者紘 .周辺の引揚者 ,周辺

の次三男によるものが多く,農業経験者が多いが .不良な土地 を即座vc可耕地vC換える能力は

持 ち合わせていなか ったO伐根 ,裸の除去 ,用水の確保 .土卓の流亡止等は .入植者の一部VC

能力の限界を感 じさせた｡

六 開布地の経済性

初期開拓地VC於ける経済的基盤は ,政府資金等の借入金である.本来 .これらの資金は ,負

業遭営手段である土地 ,農業牧城 .農業技術等vC譲元されるべきものであるO しか し.毎度の

自然的制約は ,土地生産性 ,労働生産性の向上を阻害 し,開拓意欲 を衰退させ ,窮乏生活を継

続せ しめる｡そ こで ,食生活維持のため ,開墾作業 ,土地改良作業への労力投下が不充分と去

り.営農確立への時間的遅れを促がす結果 と在るばかbではなく,借入金の日常生活への消費

が行なわれるo

す夜わち,火山麓特有の喋の散在 ,酸性土壌 ,漏水 ,表土の流亡等vEよって ,絶対的生産増

加をはかる可耕地拡大 ,相対的生産増加をはかる産業技術の発達等vCよる土地生産 性の向上の

遅れは ,農業経営の確立 を遅れさ-すも そのため ,食生活が安定するまでの間の生活は .借入金

の消費とい う形で現われて くるQそれによって ,借入金の経営手段への壌元が不充分となb,

増々営農確立の時期を遅 らす原因となるC この ような悪循境 をくbかえす事を見ても,戦後の

用務政策がいかに刺身的勺であるかが うかがわれる○

グラフ Iに 上ると.30万円～ 50万円農家が安定 して現われたのは .牙二長平をのぞ きい
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ずれも37年以降である｡上蒲生 ,高杉

演-の沢最区は粗収入の高い鹿家か他の地

区に比べ非常に少ない｡この事は離村兵

家が他の地区よりも多い事にも関連 して

レヽる｡

39年r-41年頃になるとほほ離村農

家 も減少 し,開拓地の営農は蕗ちつきを

見越まじめ.栽培作物にも安定が見られて

来たのは経済的にも向上 して来た事がう

かがわれる｡ (グラフ 1)
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しかし,全面的に営農が確立 したと考えるのは早計である0 39年～ 41年VC於いて島外収入

の占め鶴 u合が多いものでは 50串も占めており (表5) ,39年 エb41年の方が兼業化が

進んでいるO (表占)この事は ,農作物栽培-の労力投下を渡ずる働きを示す事 ともなるo開

拓地vcかざらず 日本の農業の労力不足は ,土地の生産性を低下させる一面を持 っている｡ (表

7) しかし,開拓地にかぎb考えて見れば ,土地に-ばbついていた時代から外へ向 う動きが

生れたとも言え ようo

作付作物の整理 ,経済生活の安定＼の作用による経営意図の重点的設定 ,すなわち,商品作

物の設定 .牧畜の普及並び促進 ,労働の商品化菅地域性に応 じ推進 して行こうとしている｡ し

かし,商業的農業の欠陥である価格変動性の防波姥 としての水田耕作も.一面では行表われて

レヽる〇
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表 4 家 畜 頭 数

乳午 辛 豚 にとわわJ乳午 辛 豚 -vCと1つり 乳午 辛 豚 庖 礼とニl 辛 蘇 雷訂

牙二長平 l 3ー 35 55 4 94l 20 22I29 0∫ 192 占2 I 2I3 ll占 占0

オ二松平 4 4 30占 8 9 ld5 8 ld 2010 2 41

岳 9 I 485 5 I 550 '23 25t2ヲ I 310■3045上 衛 生高 杉杉 山湯 の 沢小 森 山 II58 ー0424 2803dl40120 2055I 2324 1025ー28ー39 1235122占 72l5

表 5 鹿 家 収 入

l l地 区 ｣ ___塑 39年 Jr総収入 昭和 41年 上総収l姦 円

新種収入 畜産収入 簾外収入 耕種収入丁畜産収入 島外収入

実 割合 実収 割合 莱 割合 実収 割合 実収 割合 実 割合

牙二長平 8乃 45多57占0359多 1.5309 1占DlO851063線 273占20.48 2ユ45 ldD彩

牙二松平 3896399 l上)4占107 4831494 97734000_4.36 12ltl32 3Pd0432p_ 9.l7l

症 3853748 828 ldユ 470 9J 5ユ5128占3500 2568448 300 52 5731

上 潮 生 83〔冶 698 427 36 31占0266 ll8959937 1.0589 Il..l53f:Z占53 82 2903208 13993高 杉 474271.0 740ll.I 1200179 dL5B2占989 224 Z≧20187 llBd2

杉 山 1.36080.4 42725 2529占 29017.1 1.占92 503244 85141.518 .4 70034.I 2054

湯 の 沢 33占573 250427 58占 3954占7 l 450533 845

小 森 山 ー374561 350143 2449 1709.4.5d33.rt.器35 1.370363 3772

表 6. 専 兼 別 戸 数

昭 39年 8召4l年

地区 専 業 斉 l種 オ2種 専業 牙 l種 オ2穫_

牙二長平オ二松平岳 6戸15 13戸1019 l戸l393 5戸5 ー2戸104 2戸8I

上 葡 生 l8 15 ld l2
高 杉 占 I I 3 2

杉 山 227 I 占2 13 4
湯 の 沢 2 I I I
小 森 山 ー I 4 2

表 7 作物 反 収

水 稲 大 豆

オ二長平 240坤150 218上呼 ー68 loo144 dl
牙二松平 232 77 一oo 58 93
岳 20占 103 占7 loo 5占

上 蒲 生 270480 446467329 占5 80 173 7占

高 杉 103 loo245loo
杉 山 ー03 ー21230 64

夢 の 沢 300300_ 77 loo145 loo 70

小森山 103 loo 88羽黒 17l 103 盟 loo具開拓地平均 34占 lld 目方 86 76

ばれ1LJ: 大 根 キャベツ はくさV,1 すいか p ナ タネ ビー ト リンゴ

3ー 41 31 4l 3li 41 31 41 31 41 31 4l 31 41 31 41

20占312883750223656251825 228345001.loo1.5001200I.489 144 Il°1 lO9 383 4ー4

lO50 880375023752250ー375 1575I.125 180 300

1125 42037501.125 1.l25 750900975 1J〕501875 ー20 107 3.ld43D血2JOO

l占88 7け 3DOO17202J23 72占7 938 204 92
1125 700ー875l.400 750 I.4占7 375 132 85

22242Jl75占2523占412431.1253750 2450･75013I72250 300 占8 38 4占0

lα34日251163 lム5053350 1.12528131B75 I.12530002250 一.1251.ー25I.493 lュo2tdl68 loo130 ll90128 32559l590
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七 社 会 環 境

前記 した ように.商業的農業経営を規制する要因として ,市場 ,交通等の社会条件があげ ら

れる.更に,開拓地の農業経営には既存地域 (木村 ,戦前開拓地等) との関連が深レ七

山麓開拓地は ,一般に分散的小市場をもつ ものが多ho岩木山麓の開拓地に於いては .オ二

長平は建石町智正て五所川原市 ,夜いLは ,弘前市に依存する.牙二松平は鯵ヶ沢に依存し,

他は全て弘前市に依存するo (図 1)市場の大小によって ,商業的 ,とくに生乳生産地域は規

定されて くるoすたわち ,弘前依存地域に限 られ虎豪家が存在 しているO (表 4) しかし,こ

れは単に弘前市VC距離的vc近いだけではをく,冬期間の交通 (積雪による交通遮断)にも関連

して くるo羽黒 ,岳を中心とするこの地域は ,岩木スカイライン 開設による道路整備に加え ,岩

木スキー場 ,官沢 ,岳温泉-の観光客確保のための地元をらぴVC弘南バス会社による冬期間の

交通確保が酸鼻への転化を可能をらしめたO言 うまでもをく,酪農経営確立のためには ,市場

の消費水準の向上 ,県を中心とする地方公共団体の指導 ,援助が必要をのは当然である｡

市場 ,交通等の条件が備わ らない地域に於いては ,牙二長平のナタネ ,牙二蒲生の義家,リ

ンゴ栽培による商業的農業の採用が見 られる. しか し,牙二長平のナタネ栽培に しても,広大

を高原地域怒有 しているものの ,本村のナタネ栽培に影響されたものであるし,オ二滴生のリ

ンゴ栽培 .くずリンゴを飼としての善豚 も本村の爾生に影響された面が多レヽ 更に ,羽黒 ,岳

地区に於いての酪農 ,水田経営は ,既存の枯木平 ,新設の岩木実験農場の営農形態に刺激され

たものであるo

八 結 び

戦後開拓地は ,幾多の問題 ,矛 盾を含みつつも20余年を経過 した｡食料自給を大前提とし

たこれらの開拓地は .試行錯誤 し夜がらも.自然的制約を克服 し,地域vCよっては営鼻を確立

したと見てよいであろ うo (但 し,数多 くの離盛者.犠牲者を現出せしめたO)

以下早計ではあるが,一応まとめてみた｡

1.産業上未熟を時期に於いては .食料購入手段として換金作物主体の形態を示す.

2.I955年以降の急激を工業発展は.大都市ばかbで夜く.小都市に於ける消費経済を刺

激し,農業形態に影響を与えた0

3.昭和 35年-昭和 37年は .開拓農業の過渡期 (経済社会の変化並び現実問題解決手段 よ

b国土の醜発への移向)である.

4層 農経営可能地域は ,市場 ,交通が主要国と夜 っている.

5:自家飯米確保 ,経済的安定をはかるため,自然制約を克服 (時間的経過を必要 とする) し

水田を確保しようとするo

d.商業的産業化-の歩みは既存地域との関連が深い0
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7.積雪地域肯有の硯豪である他産業-の労働力転化 (出稼 ぎ等)は ,経済的基盤GrJ弱い朗拓

也に於いて(,-1必然である.

8.弘前市の経済圏VC含まれる地域 と他地域 とには経営形態に差異が見 られる.

9.現在閉鎖されたが,富士精謄＼の原料供給としてのど- ト作付は ,岩木山産では頭書でIji

なレわ (六戸-の輸送の問題)

I0.兼業鎧家率は ,酪鹿家ほど仮し七
日 .借入金の返済が未了のため ,資金の産業手段への投入は充分ではないっ (機械化普及率

低)
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